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■山口県文書館所蔵アーカイブズガイド ～学校教育編～
～授業で使える文書館資料を紹介しています！～

　文書館は、学校の授業に活用できる資料を豊富に
所蔵しています。これらを教員のみなさんに使っていた
だくため、特に視覚的に優れたものをピックアップし、わ
かりやすい解説をつけた資料集「山口県文書館所蔵
アーカイブズガイド －学校教育編－」の編集を平成 23
年度から続けています。
　現在、中学校の歴史教科書の項目にリンクさせた
213件のトピックを用意し、資料をウェブサイトで公開して
います。授業でのちょっとした話題として、教室の子供
たちに伝えてみてはいかがでしょうか。各資料には教科
書の記述に即した解説をつけていますので、中学校は
もとより、小学校・高等学校でも活用が可能です。紹
介している資料は、一部を除き、当館で実物を閲覧す
ることができます。
　当館は、この資料集が文書館と学校教育現場をつ
なぐ架け橋となることを願っています。活用に当たり、ご
質問等ありましたら、どうぞお気軽に文書館にお問い合
わせください。

　写真上のすごろくは、1925（大正 14）年、鉄道の営業距離が1万マイルを超えた記念に『大阪毎日新聞』と『東
京日日新聞』の両社がおこなった「全国鉄道競争」をゲーム化したもので、『大阪毎日新聞』のお正月の付録としてつけ
られたものです。説明によると、さいころを振って、一番早く全国各地の主要な駅を回って帰った者が勝ちとなって
います。当時の主要な路線、駅名、各地の特産物、名所、軍事的要衝などが書き込まれており、山口県では、くじら・
ふぐなどの海産物、錦帯橋・湯田温泉などの観光地が見えます。新しく鉄道が建設され、鉄道の距離が伸びていく
ことが、産業発展の象徴であり明るい未来の象徴であった時代の雰囲気がよく伝わってくる資料です。（「大阪毎日新
聞第14943号附録壹万哩記念・鉄道競争すごろく」（津田家文書（千葉県）653））
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トピックの例 「産業の発展と鉄道の建設（鉄道競争すごろく）」

（Webサイトへの入り口はこちら）→　
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 yamaguchi.lg.jp/index/page/id/524）



宝暦7～ 9年（1757～ 59）「御蔵本日記」（№431 ～ 448）

（Ａ）「徳川吉宗御内書」（徳川将軍発給文書№18）
（Ｂ）「江戸幕府老中奉書」（幕閣発給文書№6）

徳山藩4代藩主となる毛利百次郎に宛て、
徳山藩再興を知らせる萩藩主毛利吉元の書状（木箱別置 6-5（6 の 1））

明治35・37～ 39年（1902・04～ 06）「用達所日誌」（№53 ～ 56）

（Ａ）

（B）

　第14回中国四国地区アーカイブズウィーク

　情報と記録   ～つたえる　つなぐ　文書館～
令和元年度、当館は開館60周年を迎えました。これを記念し、「情報と記録」
をテーマにアーカイブウィークを開催しました（6月 1日～ 9日）。防長の歴
史のなかで、さまざまな個人や組織が情報や記録をどのように集め、伝え、
遺してきたのか、所蔵資料からその歴史をふりかえりました。アーカイブ
ズ展示は、「収集　アツメル・シルス」「活用　ツカウ・イカス」「継承　ツナグ・
ノコス」「伝達　ツタエル・ツタワル」という４つの視点で行いました（展示
解説シートはウェブサイトからダウンロードできます）。歴史探究講座では、
山﨑一郎・吉田真夫専門研究員が当館所蔵の藩政文書「毛利家文庫」と「徳山
毛利家文庫」の歴史を紹介しました。当館職員によるアーカイブズ歴史小話
も「情報と記録」をテーマに行い、好評でした。

現在閲覧・利用に供しているものの中核は冊子形態の文書です。約 1万
4 千点を数えます。その中でも各役所の日記類が多く残されているのが特
徴的です。右は、国元に設けられ、藩の機構の中枢にあった「御蔵本」で日々
つけられた日記、「御蔵本日記」です。藩内のできごとを書き留めているの
で、内容は多岐にわたります。このほか、藩主の動向を記した「御居間日記」、
藩の記録を掌った記録所作成の「記録所日記」などもあります。日記以外に
は、藩の主要法令を発令年ごとに記録した「大令録」、藩士の由緒を差し出
させた「譜録」など、当時の藩の様子を知ることのできる記録が豊かに残っ
ています。

一紙物の文書の中には、木箱に保存されてきたものがあり
ました（24 箱）。これらは伝存秩序を尊重し、他と混同しない
よう「木箱別置」と名付けて閲覧・利用に供しています。その
中には、徳山藩再興とその後に関する文書や、江戸に参向し
た公家の饗応関係資料などがあります。

「寛政三亥年御家中町名伺出図面写」（絵図№96）

徳山毛利家文庫には絵図も含まれています。
藩領域に関する絵図、本陣や御茶屋、寺社の差
図など様々です。上は寛政 3年（1791）の徳山の
中心部の「丁名」（ここでは「通りの名」）を示した
図です。画面上が御館方面、一番下の左右に伸
びる太い道は「馬場丁」とあって、徳山藩自慢の
「桜馬場」に隣接した通りです。

近代毛利家の家政を担った用達所の日記類です。徳山毛利
文庫には、明治以降、徳山藩主毛利家が子爵となってからの
記録も豊富に残っています。近代華族の動向を知る上でも欠
くことのできない資料群と言えるでしょう。
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一紙物の文書の公開も少しずつ始めています。（Ａ）は 8代将
軍徳川吉宗の書状（写真にあるような形態の将軍発給文書を
「御内書」と言います）、（Ｂ）は改元に関する老中の奉書です。
いずれも徳山藩主宛です。一紙物の文書は、実際に手に取る
ことで紙の大きさや厚さを知ることができます。現物の語る
魅力を是非実感してください。
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徳
山
藩
再
興
三
百
年
に
あ
た
り
ま
し
た
。

当
館
が
所
蔵
す
る
徳
山
毛
利
家
文
庫
は
、
江
戸
時
代
、
徳
山
藩
の
藩
主
で
あ
っ
た
徳
山
毛
利
家
に
伝
来
し
た
文
書
・
記
録

群
で
す
。
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）に
当
館
に
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。
総
数
は
約
四
万
点
で
す
。
年
代
は
藩
草
創
期
か
ら
昭

和
期
ま
で
と
幅
広
く
、
特
に
藩
再
興
以
後
の
も
の
が
中
核
を
占
め
て
い
ま
す
。
質
・
量
と
も
に
豊
か
な
文
書
群
と
言
え
ま
す
。

徳
山
藩
の
藩
政
文
書「
徳
山
毛
利
家
文
庫
」の
一
端
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

一紙物の文書の公開も少しずつ始めています。（Ａ）は 8代将
軍徳川吉宗の書状（写真にあるような形態の将軍発給文書を
「御内書」と言います）、（Ｂ）は改元に関する老中の奉書です。
いずれも徳山藩主宛です。一紙物の文書は、実際に手に取る
ことで紙の大きさや厚さを知ることができます。現物の語る
魅力を是非実感してください。

いっしもの

ごないしょ
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今
年
度
、
一
七
家
・
一
、一
一
一
点
の
諸
家
文
書
の
閲
覧
を

開
始
し
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
ふ
たつの
文
書
群
を
紹
介
し
ま
す
。

■
堅
田
家
文
書

堅
田
家
は
、
毛
利
元
就
の
家
臣
粟
屋
元
通
の
次
男
元
慶

を
祖
と
し
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
萩
藩
寄
組
に
属
し
、
当

職
、
当
役
、
加
判
役
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
知
行

高
は
六
、
一
二
六
石
余
り
で
、
主
な
知
行
地
は
、
周
防
国
都

濃
郡
戸
田
や
湯
野（
現
、
周
南
市
）な
ど
に
あ
り
ま
し
た
。

文
書
は
、
初
代
元
慶
〜
親
正
の
堅
田
家
当
主
が
、
主
君
の

毛
利
家
か
ら
名
前
や
官
途
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
加
冠

状
・
官
途
書
出
・
一
字
書
出
の
類
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
当

館
に
は
既
に
堅
田
家
に
伝
来
し
て
い
た
文
書
群
が
複
数
あ
り

ま
す
が
、
ま
た
ひ
と
つ
加
わ
り
ま
し
た（『
文
書
館
ニュー
ス
』38

号
参
照
）。

■
三
輪
家
文
書

三
輪
家
は
、
江
戸
時
代
、
萩
藩
領
舟
木
宰
判
船
木
市（
現
、

宇
部
市
船
木
）に
数
代
に
わ
た
り
居
住
し
、
酒
造
を
営
む
傍

ら
、
市
年
寄
な
ど
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
火
で
大

損
害
を
蒙
っ
た
こ
と
か
ら
、
親
類
を
頼
っ
て
先
大
津
宰
判
小

田
村（
現
、
長
門
市
）に
移
住
し
、
そ
の
後
小
田
村
の
近
隣
の

向
津
具
上
村（
現
、
長
門
市
）の
庄
屋
を
務
め
、
一
代
帯
刀
を

許
さ
れ
ま
し
た
。

文
書
は
、
三
輪
七
右
衛
門
が
、
先
大
津
宰
判
向
津
具
上

村
の
庄
屋
に
任
命
さ
れ
た
文
書
を
除
け
ば
、
三
輪
家
が「
家
」

と
し
て
の
活
動
に
よ
り
作
成
・
授
受
し
た
文
書
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
、
萩
藩
一
門
の
大
野
毛
利
家
と
の
深
い

つ
な
が
り
を
う
か
が
わ
せ
る
文
書
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、

大
野
毛
利
家
初
代
就
頼（
政
春
）、
二
代
就
詮
、
本
来
は
就

詮
の
後
継
者
で
あ
っ
た
就
豊
や
広
為
の
書
状
な
ど
、
比
較

的
早
い
時
期
の
も
の
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
の
が
特
色

で
す
。
そ
の
他
、
三
輪
家
が
舟
木
か
ら
小
田
へ
移
住
し
た
際

の
願
書
は
、
村
役
人
ク
ラ
ス
の
家
が
宰
判
を
越
え
て
住
居

を
替
え
た
際
の
事
情
や
手
続
き
が
う
か
が
え
る
も
の
で
す
。

一
九
七
〇
年
代
は
、
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
と
舵
を
切
っ
た
時
代
、
公
害
対
策
が
本
格
化
し

た
時
代
と
い
っ
た
印
象
が
強
い
で
す
が
、
事
務
の
現
代
化
と
い
う
点
で
も
画
期
と
な
っ
た
時
代
で
す
。
山

口
県
で
は
、
属
人
的
だ
っ
た
業
務
の
合
理
化
と
効
率
化
を
進
め
た
六
〇
年
代
に
続
き
、
機
械
化
、
省
力

化
が
模
索
さ
れ
た
の
が
七
〇
年
代
で
し
た
。

た
と
え
ば
物
品
管
理
に
お
い
て
、
山
口
県
庁
で
は
昭
和
三
十
六
年（
一
九
六
一
）に
物
品
分
類
な
ど
の

コ
ー
ド（
符
号
）化
を
終
え
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
同
四
十
四
年
に
は
電
子
計
算
機
準
備
室

が
設
置
さ
れ
、
電
子
計
算
機
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
か
い
ま
す
。
ま
だ
コン
ピュー
タ
の
処
理
能
力
が
現
在

ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
当
時
、
管
理
対
象
の
分
類
と
コ
ー
ド
化
は
不
可
欠
で
し
た
。
県
庁
で
は
六
〇
年
代

に
作
成
し
た
コ
ー
ド
を
基
に
電
算
化
を
進
め
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

興
味
深
い
の
は
、
県
立
学
校
で
は
こ
の
動
き
が
一
〇
年
近
く
遅
れ
る
こ
と
で
す
。「
第
二
八
回
全
国
公

立
高
等
学
校
事
務
職
員
研
究
大
会
研
究
集
録
」

（
各
種
団
体
二
八
八
九
）に
収
め
ら
れ
た
山
口
県
の
事

例
報
告
に
よ
る
と
、
県
庁
と
高
等
学
校
と
で
は
使

用
物
品
も
物
品
管
理
法
も
大
き
く
異
な
っ
た
た
め

に
、
独
自
に
コ
ー
ド
化
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
、

導
入
に
時
間
が
か
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

コ
ー
ド
化
も
電
算
化
も
、
そ
れ
ま
で
の
業
務
の
あ

り
方
、
考
え
方
に
大
き
な
改
変
を
迫
る
も
の
で
し

た
。
こ
の
資
料
か
ら
は
、
現
場
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
、
説
明
し
、
消
化
し
て
い
っ
た
の
か
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
元
年
十
月
三
十
一
日
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
第
二
研
修
室
に
お
い
て
第
一
〇
回「
歴
史

的
公
文
書
等
の
保
存
活
用
の
た
め
の
連
絡
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
二
年
度

か
ら
年
一
回
、
県
内
市
町
の
文
書
管
理
や
文
化
財
保
護
の
担
当
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
当
館
主
催

の
会
議
で
す
。
今
年
は
二
四
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、「
古
文
書
を
ど
の
よ
う
に
取

り
扱
う
の
か
」と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
第
一歩
と
し
て
、
倉
庫
や
書
庫
な
ど
の
片
隅
に
置
か
れ
て
、

や
や
も
す
れ
ば
存
在
が
忘
れ
ら
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る
古
い
文
書
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
に
つい
て
考
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
ま
し
た
。

会
議
の
前
半
は
、
ま
ず
当
館
の
和
田
秀
作
専
門
研
究
員
が
、「
古
文
書
の
整
理
や
保
存
、
活
用
に

つ
い
て
」と
題
し
て
、
当
館
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
基
本
的
な
考
え
方
を
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
普
段
は
非
公
開
の
書
庫
に
参
加
者
を
案
内
し
て
、
古
文
書
の
収
納
状
況
や
保
存
環
境
な

ど
を
そ
の
目
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
半
は
、
演
習「
目
録
の
採
り
方
」に
お
い
て
、
古
文

書
を
整
理
す
る
際
の
中
心
的
な
作
業
を
演
習
シ
ー
ト
に
も
と
づ
い
て
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
習
熟
度
に
応
じ
て
熱
心
に
取
り
組
み
、

「
こ
う
い
う
や
り
方
で
も
良
い
の
な
ら
、
少
し
は
で
き
る
か
も
」

と
い
っ
た
声
も
挙
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
事
前
に
参
加
者
か
ら
提
示
さ
れ
た
協
議
題
を
も

と
に
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
各
自
が
日
頃
の
業
務
の

中
で
抱
え
て
い
る
疑
問
や
課
題
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
悩
み

を
共
有
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
引
き
続

き
こ
の
会
議
を
通
し
て
、
市
町
の
方
々
と
連
携
し
つつ
、
歴
史

的
公
文
書
等
の
適
切
な
管
理
・
保
存
が
進
む
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

堅田家文書 №3　毛利輝元受領書出

「
歴
史
的
公
文
書
等
の
保
存
活
用
の

　
　
　 た
め
の
連
絡
会
議
」の
開
催

「
事
務
」の
現
代 

―
コ
ー
ド
化
と
電
算
化
―

第28回全国公立高等学校事務職員研究大会研究集録」（各種団体2889）

■令和元年度の新収諸家文書

新
収
諸
家
文
書
を

　
　
　
　紹
介
し
ま
す
！

令
和
元
年
度
の

第
一
〇
回

【
一
九
七
〇
年
代
行
政
資
料
か
ら
】
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今
年
度
、
一
七
家
・
一
、一
一
一
点
の
諸
家
文
書
の
閲
覧
を

開
始
し
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
ふ
たつの
文
書
群
を
紹
介
し
ま
す
。

■
堅
田
家
文
書

堅
田
家
は
、
毛
利
元
就
の
家
臣
粟
屋
元
通
の
次
男
元
慶

を
祖
と
し
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
萩
藩
寄
組
に
属
し
、
当

職
、
当
役
、
加
判
役
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
知
行

高
は
六
、
一
二
六
石
余
り
で
、
主
な
知
行
地
は
、
周
防
国
都

濃
郡
戸
田
や
湯
野（
現
、
周
南
市
）な
ど
に
あ
り
ま
し
た
。

文
書
は
、
初
代
元
慶
〜
親
正
の
堅
田
家
当
主
が
、
主
君
の

毛
利
家
か
ら
名
前
や
官
途
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
加
冠

状
・
官
途
書
出
・
一
字
書
出
の
類
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
当

館
に
は
既
に
堅
田
家
に
伝
来
し
て
い
た
文
書
群
が
複
数
あ
り

ま
す
が
、
ま
た
ひ
と
つ
加
わ
り
ま
し
た（『
文
書
館
ニュー
ス
』38

号
参
照
）。

■
三
輪
家
文
書

三
輪
家
は
、
江
戸
時
代
、
萩
藩
領
舟
木
宰
判
船
木
市（
現
、

宇
部
市
船
木
）に
数
代
に
わ
た
り
居
住
し
、
酒
造
を
営
む
傍

ら
、
市
年
寄
な
ど
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
火
で
大

損
害
を
蒙
っ
た
こ
と
か
ら
、
親
類
を
頼
っ
て
先
大
津
宰
判
小

田
村（
現
、
長
門
市
）に
移
住
し
、
そ
の
後
小
田
村
の
近
隣
の

向
津
具
上
村（
現
、
長
門
市
）の
庄
屋
を
務
め
、
一
代
帯
刀
を

許
さ
れ
ま
し
た
。

文
書
は
、
三
輪
七
右
衛
門
が
、
先
大
津
宰
判
向
津
具
上

村
の
庄
屋
に
任
命
さ
れ
た
文
書
を
除
け
ば
、
三
輪
家
が「
家
」

と
し
て
の
活
動
に
よ
り
作
成
・
授
受
し
た
文
書
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
、
萩
藩
一
門
の
大
野
毛
利
家
と
の
深
い

つ
な
が
り
を
う
か
が
わ
せ
る
文
書
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、

大
野
毛
利
家
初
代
就
頼（
政
春
）、
二
代
就
詮
、
本
来
は
就

詮
の
後
継
者
で
あ
っ
た
就
豊
や
広
為
の
書
状
な
ど
、
比
較

的
早
い
時
期
の
も
の
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
の
が
特
色

で
す
。
そ
の
他
、
三
輪
家
が
舟
木
か
ら
小
田
へ
移
住
し
た
際

の
願
書
は
、
村
役
人
ク
ラ
ス
の
家
が
宰
判
を
越
え
て
住
居

を
替
え
た
際
の
事
情
や
手
続
き
が
う
か
が
え
る
も
の
で
す
。

一
九
七
〇
年
代
は
、
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
と
舵
を
切
っ
た
時
代
、
公
害
対
策
が
本
格
化
し

た
時
代
と
い
っ
た
印
象
が
強
い
で
す
が
、
事
務
の
現
代
化
と
い
う
点
で
も
画
期
と
な
っ
た
時
代
で
す
。
山

口
県
で
は
、
属
人
的
だ
っ
た
業
務
の
合
理
化
と
効
率
化
を
進
め
た
六
〇
年
代
に
続
き
、
機
械
化
、
省
力

化
が
模
索
さ
れ
た
の
が
七
〇
年
代
で
し
た
。

た
と
え
ば
物
品
管
理
に
お
い
て
、
山
口
県
庁
で
は
昭
和
三
十
六
年（
一
九
六
一
）に
物
品
分
類
な
ど
の

コ
ー
ド（
符
号
）化
を
終
え
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
同
四
十
四
年
に
は
電
子
計
算
機
準
備
室

が
設
置
さ
れ
、
電
子
計
算
機
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
か
い
ま
す
。
ま
だ
コン
ピュー
タ
の
処
理
能
力
が
現
在

ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
当
時
、
管
理
対
象
の
分
類
と
コ
ー
ド
化
は
不
可
欠
で
し
た
。
県
庁
で
は
六
〇
年
代

に
作
成
し
た
コ
ー
ド
を
基
に
電
算
化
を
進
め
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

興
味
深
い
の
は
、
県
立
学
校
で
は
こ
の
動
き
が
一
〇
年
近
く
遅
れ
る
こ
と
で
す
。「
第
二
八
回
全
国
公

立
高
等
学
校
事
務
職
員
研
究
大
会
研
究
集
録
」

（
各
種
団
体
二
八
八
九
）に
収
め
ら
れ
た
山
口
県
の
事

例
報
告
に
よ
る
と
、
県
庁
と
高
等
学
校
と
で
は
使

用
物
品
も
物
品
管
理
法
も
大
き
く
異
な
っ
た
た
め

に
、
独
自
に
コ
ー
ド
化
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
り
、

導
入
に
時
間
が
か
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

コ
ー
ド
化
も
電
算
化
も
、
そ
れ
ま
で
の
業
務
の
あ

り
方
、
考
え
方
に
大
き
な
改
変
を
迫
る
も
の
で
し

た
。
こ
の
資
料
か
ら
は
、
現
場
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
、
説
明
し
、
消
化
し
て
い
っ
た
の
か
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
元
年
十
月
三
十
一
日
、
山
口
県
立
山
口
図
書
館
第
二
研
修
室
に
お
い
て
第
一
〇
回「
歴
史

的
公
文
書
等
の
保
存
活
用
の
た
め
の
連
絡
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
二
年
度

か
ら
年
一
回
、
県
内
市
町
の
文
書
管
理
や
文
化
財
保
護
の
担
当
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
当
館
主
催

の
会
議
で
す
。
今
年
は
二
四
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、「
古
文
書
を
ど
の
よ
う
に
取

り
扱
う
の
か
」と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
第
一歩
と
し
て
、
倉
庫
や
書
庫
な
ど
の
片
隅
に
置
か
れ
て
、

や
や
も
す
れ
ば
存
在
が
忘
れ
ら
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る
古
い
文
書
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
に
つい
て
考
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
ま
し
た
。

会
議
の
前
半
は
、
ま
ず
当
館
の
和
田
秀
作
専
門
研
究
員
が
、「
古
文
書
の
整
理
や
保
存
、
活
用
に

つ
い
て
」と
題
し
て
、
当
館
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
基
本
的
な
考
え
方
を
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
普
段
は
非
公
開
の
書
庫
に
参
加
者
を
案
内
し
て
、
古
文
書
の
収
納
状
況
や
保
存
環
境
な

ど
を
そ
の
目
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
半
は
、
演
習「
目
録
の
採
り
方
」に
お
い
て
、
古
文

書
を
整
理
す
る
際
の
中
心
的
な
作
業
を
演
習
シ
ー
ト
に
も
と
づ
い
て
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
習
熟
度
に
応
じ
て
熱
心
に
取
り
組
み
、

「
こ
う
い
う
や
り
方
で
も
良
い
の
な
ら
、
少
し
は
で
き
る
か
も
」

と
い
っ
た
声
も
挙
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
事
前
に
参
加
者
か
ら
提
示
さ
れ
た
協
議
題
を
も

と
に
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
各
自
が
日
頃
の
業
務
の

中
で
抱
え
て
い
る
疑
問
や
課
題
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
悩
み

を
共
有
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
引
き
続

き
こ
の
会
議
を
通
し
て
、
市
町
の
方
々
と
連
携
し
つつ
、
歴
史

的
公
文
書
等
の
適
切
な
管
理
・
保
存
が
進
む
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

堅田家文書 №3　毛利輝元受領書出

「
歴
史
的
公
文
書
等
の
保
存
活
用
の

　
　
　 た
め
の
連
絡
会
議
」の
開
催

「
事
務
」の
現
代 

―
コ
ー
ド
化
と
電
算
化
―

第28回全国公立高等学校事務職員研究大会研究集録」（各種団体2889）

■令和元年度の新収諸家文書

新
収
諸
家
文
書
を

　
　
　
　紹
介
し
ま
す
！

令
和
元
年
度
の

第
一
〇
回

【
一
九
七
〇
年
代
行
政
資
料
か
ら
】
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№ 文書名 点数 主な文書の年代 文書群の特徴（関連地域、個人・家の歴史、就任役職等）

1 阿川家文書 53 近世～近代 萩藩士（中間）

2 有馬家文書 34 近世～現代 庄屋

3 大本氏収集文書 12 近世～近代 コレクション／陪臣（吉敷毛利家臣）ほか

4 堅田家文書 ( 山口市 ) 16 中世～近世 萩藩士（寄組）

5 金谷家文書 196 近代～現代 商家 /教員

6 佐伯隆収集文書 ( 追加 ) 8 近代 コレクション

7 宍戸家文書（山口市／追加） 39 近世～近代 萩藩士（寄組）

8 白石健二収集史料（追加） 26 現代 事務職員

9 田中栄一収集文書（追加） 151 近世～現代 コレクション／下貼文書

10 中川七助文書 20 近代 軍人（海軍機関兵）

11 林家文書 ( 山口市／追加 ) 111 中世～近代 萩藩士（大組）／陪臣（福原家臣）

12 古畑家文書 ( 追加 ) 49 近代 コレクション／両公伝史料 /旧村役場文書

13 松前謙助文書 183 近代～現代 朝鮮総督府検事

14 三輪家文書 88 近世～近代 市年寄／庄屋

15 村上家文書 ( 柳井市／追加 ) 29 近世～近代 庄屋／村会議員

16 山口市仁保一貫野上組共有文書 76 近代 区有

17 吉永敏男収集文書 20 近世～現代 コレクション／旧村役場文書



多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
い
て
い
る
古
文
書
講
座
に
つ
い
て
、よ
く
あ
る
質
問
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
１
： 

日
本
史
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
つ
い
て
い
け
る
で
し
ょ
う
か
？

　
Ａ 

： 

講
座
は
習
熟
度
に
合
わ
せ
て
、
基
礎
・
専
修
・
実
践
の
三
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
安

心
し
て
一
緒
に
勉
強
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

Ｑ
２
： 

基
礎
講
座
か
ら
始
め
て
、
一
年
ご
と
に
次
の
講
座
に
進
級
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？

　
Ａ 

： 

い
い
え
。
ご
自
身
の
状
況
に
合
わ
せ
て
講
座
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
但
し
、
同
一
年
度
内

で
の
講
座
の
移
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
年
間
は
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
３
： 

同
じ
講
座
を
連
続
し
て
受
講
す
る
場
合
、
抽
選
の
時
に
不
利
に
な
り
ま
す
か
？

　
Ａ 

： 

な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
基
礎
講
座
に
つ
い
て
は
、
古
文
書
を
学
ぶ
き
っ
か
け
を
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
に
提
供
す
る
た
め
、
前
年
度
同
講
座
に
応
募
し
て
落
選
さ
れ
た
方
を
優
先
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
方
は
横
一
線
で
の
抽
選
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
４
： 

く
ず
し
字
辞
典
な
ど
は
買
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？

　
Ａ 

： 

辞
典
類
は
図
書
館
に
お
お
よ
そ
揃
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
そ
ち
ら
を
使
い
、
必
要
だ
と
感

じ
て
か
ら
買
い
揃
え
て
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
５
： 

ど
う
し
た
ら
す
ぐ
に
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
？

　
Ａ 

： 

字
形
だ
け
で
な
く
、
表
現
や
文
脈
、
背
景
知
識
な
ど
の
蓄

積
が
も
の
を
い
い
ま
す
。
地
道
に
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
６
： 

募
集
要
項
に「
原
則
的
に
一
〇
回
参
加
で
き
る
方
」と
あ

り
ま
す
が
、
都
合
で
来
ら
れ
な
い
時
も
あ
り
そ
う
な
場

合
、
応
募
し
て
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　
Ａ 

： 

や
む
を
得
な
い
こ
と
は
当
然
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
場

合
に
は
お
休
み
さ
れ
る
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
こ
れ

以
外
の
こ
と
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

当
館
所
蔵
の
清
川
家
文
書
か
ら
、
明
治
末
〜
昭
和
戦
前
期
の
工
事
写
真
二
二
九
枚
を
ウ
ェブ
サ
イ

ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
清
川
忠
雄
氏
は
、
当
時
、
内
務
省
技
師
と
し
て
全
国
各
地
の
工
事
現
場

を
担
当
し
た
人
物
で
す
。
富
士
川
下
流
事
務
所
に
勤
務
さ
れ
た
時
期
が
あ
り
、
利
根
川
改
修
工
事

（
明
治
三
十
三
〜
昭
和
五
年
度
）に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
忠
雄
氏
は
、
関
わ
っ
た
各
現
場
の
写
真
を

残
し
て
お
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
平
成
二
十
六
年
度
清
川
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
に
は
、
大
正
十
年
代
撮
影
の
鬼
怒
川
護
岸
工
事
、
昭
和
五
年
十
月
十
五
日
埼
玉
県
栗
橋

町（
現
久
喜
市
）で
挙
行
さ
れ
た
利
根
川
改
修
工
事
竣
工
式
、
昭
和
八
年
小
郡
・
大
歳
間（
現
山
口

市
）の
道
路
舗
装
工
事
な
ど
、
時
期
、
地
域
、
工
事
内
容
が
判
明
す
る
も
の
が
あ
る
一
方
、
そ
れ

が
特
定
で
き
な
い
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ウ
ェブ
公
開
に
よ
り
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
各
写
真
への
理
解
が
深
ま
っ
て
い
け
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

古
文
書
講
座
Ｑ
＆
Ａ
！

大
正
九
年（
一
九
二
〇
）十
月
一
日
、
第
一
回
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。「
社
会
を
数
値

で
把
握
す
る
」こ
と
は
当
時
の「
一
等
国
」と
し
て
の
必
須
条
件
で
あ
り
、
そ
の
実
現
は
、
近
代

日
本
に
と
っ
て
の
宿
願
で
し
た
。
調
査
の
完
璧
を
期
す
る
た
め
、
調
査
員
向
け
の
講
習
会
が
開

か
れ
、
調
査
の
趣
旨
や
手
法
を
丁
寧
に
説
明
し
た
解
説
書
も
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
票
記
入

に
あ
た
り
ペ
ン
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
に
じ
み
を
防
ぐ
た
め
、
東
京
丸
善
で
販
売
さ
れ
て
い

る
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
の
イ
ン
ク
を
用
い
る
よ
う
銘
柄
指
定
の
通
達
が
出
さ
れ
る
ほ
ど
の
念
の
入

れ
よ
う
で
し
た
。ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
・
新
聞
広
告
・
気
球
・
数
え
歌
な
ど
、「
我
国
創
始
の
大
事
業
」

を
迎
え
る
喧
噪
で
世
間
は
お
お
い
つ
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

国
勢
調
査
に
携
わ
る
こ
と
は
社
会
的
な
ス
テ
イ
タ
ス
で
も
あ
っ
た
た
め
、
調
査
員
任
命
状
・

徽
章
・
感
謝
状
・
記
念

写
真
帳
・
記
念
品
な
ど

の
関
連
資
料
は
地
域
の

名
望
家
の
元
で
大
切
に

保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

当
館
の
諸
家
文
書（
和
泉

家
、
佐
川
家〈
大
島
町
〉、

藤
津
家
、
河
崎
家〈
美
祢

市
〉、
藤
井
家
、
劔
持
家

文
書
等
）の
中
に
も
、
そ

れ
ら
を
多
数
み
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
館
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」↓「
当
館
の
デ
ジ
タ
ル
読
み
物
」と
た
ど
っ
て
い

た
だ
く
と
、
当
館
が
編
集
・
作
成
し
た
も
の
の
う
ち
、Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
読
み
い
た
だ

け
る
読
み
物
を
集
め
た
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。

当
館
の『
研
究
紀
要
』『
文
書
館
ニュ
ー
ス
』（
い
ず
れ
も
第
一
号
〜
最
新
号
）、『
山
口
県
文
書
館
の
30

年
』（
平
成
二
年
）、『
年
報
』（
平
成
二
十
一
年
〜
）の
ほ
か
、『
山
口
県
文
書
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ガ
イ
ド
　

幕
末
維
新
編
』（
平
成
二
十
三
年
）、『
山
口
県
文
書
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ガ
イ
ド
　
学
校
教
育
編
』（
平
成

二
十
三
〜
三
十
一
年
）、『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
　
展
示
解
説
シ
ー
ト
』（
平
成
二
十
七
年「
文
書
館

動
物
記
〜
書
庫
に
棲
む
動
物
た
ち
」・
二
十
八
年「
い
や
す 

な
お
す 

た
も
つ
〜
文
書
館
資
料
に
み
る

病
気
･
医
療
・
健
康
」・
二
十
九
年

「
防
長
と
海
〜
そ
の
記
録
と
記
憶
」・

三
十
年「
文
書
館
レ
キ
シ
ノ
オ
ト
〜

音
で
読
み
解
く
防
長
の
歴
史
」・
令

和
元
年「
情
報
と
記
録
〜
つ
た
え
る 

つ
な
ぐ 

文
書
館
」）な
ど
の一
般
向
け

読
み
物
、「
月
間
小
展
示
解
説
シ
ー

ト
」、
ま
た
古
文
書
の
独
習
に
役
立

つ「
Ｗｅ
ｂ
古
文
書
基
礎
講
座
」、「
古

文
書
実
践
講
座
解
読
資
料
」な
ど
を

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
館
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
た

ペ
ー
ジ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。 http://archives.pref.yam

aguchi.lg.jp/
index/page/id/674

１ 

埼
玉
県
栗
橋
町〈
現
久
喜
市
〉で
の
利
根
川
改
修
工
事
竣
工
式（
昭
和
五
年
十
月
十
五
日
）　

２ 

小
郡・大
歳
間
道
路
舗
装
工
事（
昭
和
八
年
）　

３ 

河
川
工
事
現
場（
年・場
所
未
詳
）

実践講座受講生が解読した古文書を紹介するページ

１．清川家文書139-02

2．同145-08

3．同145-24

記念絵葉書
（和泉家2）

国勢調査予告ビラ
（佐川家〈大島町〉1154）

記念銀杯
（和泉家5） 調査記念章（和泉家4）

文
書
館
所
蔵
の
国
勢
調
査
関
連
資
料

〜
大
正
九
年
、国
勢
調
査
始
ま
る
〜

明
治
末
〜
昭
和
戦
前
期
の
工
事
写
真
を

ウ
ェ
ブ
公
開
し
て
い
ま
す 

〜
清
川
家
文
書
よ
り
〜

当
館
の「
デ
ジ
タ
ル
読
み
物
」で
す
！
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多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
い
て
い
る
古
文
書
講
座
に
つ
い
て
、よ
く
あ
る
質
問
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
１
： 

日
本
史
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、
つ
い
て
い
け
る
で
し
ょ
う
か
？

　
Ａ 

： 

講
座
は
習
熟
度
に
合
わ
せ
て
、
基
礎
・
専
修
・
実
践
の
三
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
安

心
し
て
一
緒
に
勉
強
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

Ｑ
２
： 

基
礎
講
座
か
ら
始
め
て
、
一
年
ご
と
に
次
の
講
座
に
進
級
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？

　
Ａ 

： 

い
い
え
。
ご
自
身
の
状
況
に
合
わ
せ
て
講
座
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
但
し
、
同
一
年
度
内

で
の
講
座
の
移
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
年
間
は
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
３
： 

同
じ
講
座
を
連
続
し
て
受
講
す
る
場
合
、
抽
選
の
時
に
不
利
に
な
り
ま
す
か
？

　
Ａ 

： 

な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
基
礎
講
座
に
つ
い
て
は
、
古
文
書
を
学
ぶ
き
っ
か
け
を
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
に
提
供
す
る
た
め
、
前
年
度
同
講
座
に
応
募
し
て
落
選
さ
れ
た
方
を
優
先
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
方
は
横
一
線
で
の
抽
選
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
４
： 

く
ず
し
字
辞
典
な
ど
は
買
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？

　
Ａ 

： 

辞
典
類
は
図
書
館
に
お
お
よ
そ
揃
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
そ
ち
ら
を
使
い
、
必
要
だ
と
感

じ
て
か
ら
買
い
揃
え
て
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
５
： 

ど
う
し
た
ら
す
ぐ
に
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
？

　
Ａ 

： 

字
形
だ
け
で
な
く
、
表
現
や
文
脈
、
背
景
知
識
な
ど
の
蓄

積
が
も
の
を
い
い
ま
す
。
地
道
に
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
６
： 

募
集
要
項
に「
原
則
的
に
一
〇
回
参
加
で
き
る
方
」と
あ

り
ま
す
が
、
都
合
で
来
ら
れ
な
い
時
も
あ
り
そ
う
な
場

合
、
応
募
し
て
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　
Ａ 

： 

や
む
を
得
な
い
こ
と
は
当
然
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
場

合
に
は
お
休
み
さ
れ
る
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
こ
れ

以
外
の
こ
と
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

当
館
所
蔵
の
清
川
家
文
書
か
ら
、
明
治
末
〜
昭
和
戦
前
期
の
工
事
写
真
二
二
九
枚
を
ウ
ェブ
サ
イ

ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
清
川
忠
雄
氏
は
、
当
時
、
内
務
省
技
師
と
し
て
全
国
各
地
の
工
事
現
場

を
担
当
し
た
人
物
で
す
。
富
士
川
下
流
事
務
所
に
勤
務
さ
れ
た
時
期
が
あ
り
、
利
根
川
改
修
工
事

（
明
治
三
十
三
〜
昭
和
五
年
度
）に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
忠
雄
氏
は
、
関
わ
っ
た
各
現
場
の
写
真
を

残
し
て
お
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
平
成
二
十
六
年
度
清
川
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
に
は
、
大
正
十
年
代
撮
影
の
鬼
怒
川
護
岸
工
事
、
昭
和
五
年
十
月
十
五
日
埼
玉
県
栗
橋

町（
現
久
喜
市
）で
挙
行
さ
れ
た
利
根
川
改
修
工
事
竣
工
式
、
昭
和
八
年
小
郡
・
大
歳
間（
現
山
口

市
）の
道
路
舗
装
工
事
な
ど
、
時
期
、
地
域
、
工
事
内
容
が
判
明
す
る
も
の
が
あ
る
一
方
、
そ
れ

が
特
定
で
き
な
い
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ウ
ェブ
公
開
に
よ
り
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
各
写
真
への
理
解
が
深
ま
っ
て
い
け
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

古
文
書
講
座
Ｑ
＆
Ａ
！

大
正
九
年（
一
九
二
〇
）十
月
一
日
、
第
一
回
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。「
社
会
を
数
値

で
把
握
す
る
」こ
と
は
当
時
の「
一
等
国
」と
し
て
の
必
須
条
件
で
あ
り
、
そ
の
実
現
は
、
近
代

日
本
に
と
っ
て
の
宿
願
で
し
た
。
調
査
の
完
璧
を
期
す
る
た
め
、
調
査
員
向
け
の
講
習
会
が
開

か
れ
、
調
査
の
趣
旨
や
手
法
を
丁
寧
に
説
明
し
た
解
説
書
も
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
票
記
入

に
あ
た
り
ペ
ン
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
に
じ
み
を
防
ぐ
た
め
、
東
京
丸
善
で
販
売
さ
れ
て
い

る
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
の
イ
ン
ク
を
用
い
る
よ
う
銘
柄
指
定
の
通
達
が
出
さ
れ
る
ほ
ど
の
念
の
入

れ
よ
う
で
し
た
。ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
・
新
聞
広
告
・
気
球
・
数
え
歌
な
ど
、「
我
国
創
始
の
大
事
業
」

を
迎
え
る
喧
噪
で
世
間
は
お
お
い
つ
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

国
勢
調
査
に
携
わ
る
こ
と
は
社
会
的
な
ス
テ
イ
タ
ス
で
も
あ
っ
た
た
め
、
調
査
員
任
命
状
・

徽
章
・
感
謝
状
・
記
念

写
真
帳
・
記
念
品
な
ど

の
関
連
資
料
は
地
域
の

名
望
家
の
元
で
大
切
に

保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

当
館
の
諸
家
文
書（
和
泉

家
、
佐
川
家〈
大
島
町
〉、

藤
津
家
、
河
崎
家〈
美
祢

市
〉、
藤
井
家
、
劔
持
家

文
書
等
）の
中
に
も
、
そ

れ
ら
を
多
数
み
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
館
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」↓「
当
館
の
デ
ジ
タ
ル
読
み
物
」と
た
ど
っ
て
い

た
だ
く
と
、
当
館
が
編
集
・
作
成
し
た
も
の
の
う
ち
、Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
読
み
い
た
だ

け
る
読
み
物
を
集
め
た
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。

当
館
の『
研
究
紀
要
』『
文
書
館
ニュ
ー
ス
』（
い
ず
れ
も
第
一
号
〜
最
新
号
）、『
山
口
県
文
書
館
の
30

年
』（
平
成
二
年
）、『
年
報
』（
平
成
二
十
一
年
〜
）の
ほ
か
、『
山
口
県
文
書
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ガ
イ
ド
　

幕
末
維
新
編
』（
平
成
二
十
三
年
）、『
山
口
県
文
書
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ガ
イ
ド
　
学
校
教
育
編
』（
平
成

二
十
三
〜
三
十
一
年
）、『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
　
展
示
解
説
シ
ー
ト
』（
平
成
二
十
七
年「
文
書
館

動
物
記
〜
書
庫
に
棲
む
動
物
た
ち
」・
二
十
八
年「
い
や
す 

な
お
す 
た
も
つ
〜
文
書
館
資
料
に
み
る

病
気
･
医
療
・
健
康
」・
二
十
九
年

「
防
長
と
海
〜
そ
の
記
録
と
記
憶
」・

三
十
年「
文
書
館
レ
キ
シ
ノ
オ
ト
〜

音
で
読
み
解
く
防
長
の
歴
史
」・
令

和
元
年「
情
報
と
記
録
〜
つ
た
え
る 

つ
な
ぐ 

文
書
館
」）な
ど
の一
般
向
け

読
み
物
、「
月
間
小
展
示
解
説
シ
ー

ト
」、
ま
た
古
文
書
の
独
習
に
役
立

つ「
Ｗｅ
ｂ
古
文
書
基
礎
講
座
」、「
古

文
書
実
践
講
座
解
読
資
料
」な
ど
を

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
館
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
た

ペ
ー
ジ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。 http://archives.pref.yam

aguchi.lg.jp/
index/page/id/674

１ 

埼
玉
県
栗
橋
町〈
現
久
喜
市
〉で
の
利
根
川
改
修
工
事
竣
工
式（
昭
和
五
年
十
月
十
五
日
）　

２ 

小
郡・大
歳
間
道
路
舗
装
工
事（
昭
和
八
年
）　

３ 

河
川
工
事
現
場（
年・場
所
未
詳
）

実践講座受講生が解読した古文書を紹介するページ

１．清川家文書139-02

2．同145-08

3．同145-24

記念絵葉書
（和泉家2）

国勢調査予告ビラ
（佐川家〈大島町〉1154）

記念銀杯
（和泉家5） 調査記念章（和泉家4）

文
書
館
所
蔵
の
国
勢
調
査
関
連
資
料

〜
大
正
九
年
、国
勢
調
査
始
ま
る
〜

明
治
末
〜
昭
和
戦
前
期
の
工
事
写
真
を

ウ
ェ
ブ
公
開
し
て
い
ま
す 

〜
清
川
家
文
書
よ
り
〜

当
館
の「
デ
ジ
タ
ル
読
み
物
」で
す
！
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■山口県文書館所蔵アーカイブズガイド ～学校教育編～
～授業で使える文書館資料を紹介しています！～

　文書館は、学校の授業に活用できる資料を豊富に
所蔵しています。これらを教員のみなさんに使っていた
だくため、特に視覚的に優れたものをピックアップし、わ
かりやすい解説をつけた資料集「山口県文書館所蔵
アーカイブズガイド －学校教育編－」の編集を平成 23
年度から続けています。
　現在、中学校の歴史教科書の項目にリンクさせた
213件のトピックを用意し、資料をウェブサイトで公開して
います。授業でのちょっとした話題として、教室の子供
たちに伝えてみてはいかがでしょうか。各資料には教科
書の記述に即した解説をつけていますので、中学校は
もとより、小学校・高等学校でも活用が可能です。紹
介している資料は、一部を除き、当館で実物を閲覧す
ることができます。
　当館は、この資料集が文書館と学校教育現場をつ
なぐ架け橋となることを願っています。活用に当たり、ご
質問等ありましたら、どうぞお気軽に文書館にお問い合
わせください。

　写真上のすごろくは、1925（大正 14）年、鉄道の営業距離が1万マイルを超えた記念に『大阪毎日新聞』と『東
京日日新聞』の両社がおこなった「全国鉄道競争」をゲーム化したもので、『大阪毎日新聞』のお正月の付録としてつけ
られたものです。説明によると、さいころを振って、一番早く全国各地の主要な駅を回って帰った者が勝ちとなって
います。当時の主要な路線、駅名、各地の特産物、名所、軍事的要衝などが書き込まれており、山口県では、くじら・
ふぐなどの海産物、錦帯橋・湯田温泉などの観光地が見えます。新しく鉄道が建設され、鉄道の距離が伸びていく
ことが、産業発展の象徴であり明るい未来の象徴であった時代の雰囲気がよく伝わってくる資料です。（「大阪毎日新
聞第14943号附録壹万哩記念・鉄道競争すごろく」（津田家文書（千葉県）653））
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トピックの例 「産業の発展と鉄道の建設（鉄道競争すごろく）」

（Webサイトへの入り口はこちら）→　
（http://archives. pref.
 yamaguchi.lg.jp/index/page/id/524）


